
No.３０５３
北武蔵山稜の鉢形城見張り場の山
鐘 撞 堂 山 と 円 良 田 湖
実施日 ２０２２年３月２０日(日)
天 候 晴れ
リーダー 渋谷 京子
参加者 若村貴世子、福島政幸、山

崎富美恵、石附智江、渋谷
京子、石原勝正、徳山敬子、
滝澤きよの、宮崎敏男、斎
藤実 １０計名

費 用 1,804円（池袋起算）
タイム 寄居駅(10:15)大正池 (10:45

∼10:55)鐘撞堂山(11:40∼12:
20)円良田湖 (13 :00)少林寺
(13:25∼13:40)寄居駅(14:40)

戦 国 の 昔 、 山 上の 早鐘を 撞い て
鉢形城に急を告げたという鐘撞堂
山は寄居の展望台だ。
寄居駅は東武東上線、秩父鉄道、
JR八高線も通っていて各方面から
アクセス出来る。

参加者は 10名 ！駅を背
に庁舎を左に見て歩き
出 し 国 道 1 4 0号 バ イ パ
スを横切って天正寺脇
から灌漑用の大正池を

目指す。風は強めだがぬけるよう
な青空が背中を押してくれる。
舗 装路 を 登っ てい くと大 正池 、
満開の白梅紅梅が咲き誇り思わず
スマホに収めた。
家 並 み が 切 れ て
砂 利 道 に な り 道
標 に 従 い 右 へ 山
道に入っていく。
時 お り 鳴 く ウ グ
イ ス に 元 気 を 貰
い急な山道を黙々と行くと馬騎ノ
内、かつては竹炭を焼いていたそ
うでその名残りがある。真竹の林
を抜けて尾根筋に出ると明るい雑

木 林になり急 な
階 段道を一登 り
す ると鐘撞堂 山
に着いた。
細 長い山頂に は
三 等三角点と あ
ず ま屋があり 、

笠山、堂平山など南側の展望が開
けている。釣鐘もあり展望台から
は筑波山も見てとれた。
大 きな 桜の 木が あ と半月 くらい
で多くの登山者を喜ばせる事でし
ょう！風も強いのであずま屋に陣
取り昼ご飯にした。
写 真に 収ま り分 岐 点まで 戻り羅
漢山をめざして直進する。緩やか
な沢沿いの道を進むと円良田湖の
一角に下りつき車道左手の向かい

の 山 道 に 踏 み
込む。
笹 の 中 の 木 段
を こ れ で も か
と 登 り 詰 め る
と 釈 迦 三 尊 を
祀 っ た 羅 漢 山
の 小 広 い 頂 に
着 く 。 下 山 路

は二つに分かれ、左が千体荒神 96
0余体、右が五百羅漢 510余体が並
ぶ道になる。喜怒哀楽
を表情やしぐさを表わ
した石像は１体として
同じものが無いそうで
ある。山道に佇む石仏
は素朴で柔和な顔立ち
で思わず笑顔になって
しまう。数えた訳でも
ないが延々と続き本当に 500体 以
上ありそうだ。
辿 り着 いた 少林 寺 は素朴 な感じ
を受けたがトイレを含めとても綺
麗なお寺であった。
休 憩後 、寄 居駅 に 向けて ひたす
ら舗装路歩きになる。時おり民家
に咲く花々を愛でながら１時間、
漸く寄居駅に到着した。お疲れ様
でした～ (*^^)v
高さ 330ｍとは思えない高度感が
あり、石仏が並ぶ羅漢山と結ぶ里
山歩きの醍醐味をたっぷりと味わ
った山歩きでした。
メ ンバ ーの 方々 有 難うご ざいま
した。又、是非ご一緒に！

（記＆写真提供・渋谷 京子）
（写真提供・石原勝正／宮崎敏男）


